
 

 

 

 

 

 

第４章 新しい産業社会のすがたと 

     産業振興の基本テーマ 
 
 
 
 
 
 

第 1 節 下野市の新しい産業社会のすがた 

第２節 産業振興の基本テーマ 

第３節 基本テーマと基本目標 

第４節 基本目標と施策 

第５節 基本的な取組の方針 
 
 
 
 
 
 



 

 

 



第４章 新しい産業社会のすがたと産業振興の基本テーマ 

55 

第 1 節 下野市の新しい産業社会のすがた 

本市は、先人達が拓き培ってきた農地等の郷土の環境、歴史文化、企業や大学・

病院等からなる豊かな地域資源に恵まれています。また、首都圏にあり、市内に

農業・工業生産機能が集積・展開し、首都圏と東北地方を結ぶ物流幹線道路も通

る恵まれた立地条件を有しています。なかでも自治医科大学・同附属病院の存在

は、本市の病院・診療所が多いことや人口当たり医師数が全国のなかでも屈指で

あるなど、すべての市民が豊かで健やかな暮らしを楽しむ“健やかライフ”環境

が整いつつあります。 

こうした豊かな地域資源と恵まれた立地条件を活かし、現在の課題を解決しな

がら、明るい未来を築くために、今後成長が見込まれる“健やかライフ”関連産

業(食､住､医・薬､ケア､余暇等)の集積を進め、働く場・安心して暮らせる場・子

育ての場等としての都市の魅力を高めるなかで、定住人口が増加し多くの産業が

働き手や得意客を安定的に得られる産業社会を目指します。 

その目標とする将来像を次の言葉で表わします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈健やかライフ〉を育む産業社会 

―すべての市民が豊かで健やかな暮らしを楽しむ“健やかライフ”、そしてこの 

  環境を育む関連産業(食､住､医・薬､ケア､余暇等)が集積する産業社会を目指します― 

〈健やかライフ〉産業社会づくりには、生活支援産業の育成、地域資源活用の成長産

業創出、立地企業等のＩＣＴ化、優れた産業立地条件を活かした人材･企業誘致、市内

産業の連携など、様々な取組が必要です。そのため、市内の産業団体を始め、広範な

下野市民が、この〈健やかライフ〉を共通の目標として、知恵を出し工夫しながら参

加や協力することが期待されます。 

優れた産業
立地条件

自然､歴史文化､
豊かな地域資源

下野市の地域環境

立地企業多様な産業

Ｉ Ｃ T 化

人材・企業誘致

資源活用・成長産業創出

生活支援産業育成

連携化
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第２節 産業振興の基本テーマ 

    本市の新しい産業社会のすがた「<健やかライフ>を育む産業社会」を実現す

るためには、産業にかかわる一人ひとりがその力を発揮できる舞台をつくって

いくことが何よりも重要です。この舞台づくりをどのような狙いを持って進め

ていくかを示したものが産業振興の基本テーマです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本テーマⅠ

〈健やかライフ〉の

都市・コミュニティを支える

持続可能な商業・サービス業

等を再構築する

基本テーマⅡ

〈健やかライフ〉の関連産業

（食、住、医・薬、ケア、余暇等）を、

地域ブランドの核となる産業として

大きく育てる

基本テーマⅢ

〈健やかライフ〉を通して、

人材の参集・定着化を進める
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基本テーマⅠ 〈健やかライフ〉の都市・コミュニティを支える持続可能な商業･

サービス業等を再構築する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本テーマⅡ 〈健やかライフ〉の関連産業（食、住、医・薬、ケア、余暇等）を、

地域ブランドの核となる産業として大きく育てる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【商業者･地権者が主体となる再構築のイメージ】 

・コミュニティ(市街地･集落）の中心に、暮らしを支える商業やサービス業が集約立地する。 

・その周辺に、サービス付高齢者住宅、シェアハウスなど新しい形態の住まいが立地する。 

・住まい・消費生活・働く場などが集まるコミュニティが市内各地に育っていく。 

【育てる産業イメージ】 

・緑豊かなゆとりの生活空間等の資源･環境を基礎にケア・サポート系産業が育つなど。 

・4つの資源･環境に基づき、5つの産業領域で成長産業が期待される。 

商業・サービス業

市街地・集落

住まい 住まい

住まい

住まい 住まい

住まい

〈健やかライフ〉産業
の広がり

健康食品、
特定保健用
食品製造業

漢方薬原料
栽培、生薬等

生産業

ﾘﾊﾋﾞﾘ、ﾍﾙｽｹｱ
ｻｰﾋﾞｽ業

（園芸療法等）

福祉ｹｱ、
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ

ｻｰﾋﾞｽ業

ｻｰﾋﾞｽ付き高
齢者向け住
宅等事業

住宅等ﾊﾞﾘｱ
ﾌﾘｰ化整備
改修事業

ｺﾐｭﾆﾃｨ施設等
建設･維持管

理事業

高齢者等の
住替え支援
ｻｰﾋﾞｽ業

ﾚｼﾞｬｰ・ｻｰﾋﾞｽ業

(ｴｺﾂｱｰ､創作等）

医療機器、補
装具等製作業

医療関連情
報ｼｽﾃﾑ､
ｿﾌﾄｳｴｱ業

医療関連資料
検査･分析業

農産物等の生産
能力がある 自治医科大学・同

附属病院がある

緑豊かなゆとりの
生活空間がある

歴史・文化の
薫りがある

建設業･不動産業が活躍する領域

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
系
産
業
領
域

医療・薬学系産業領域農・食品産業領域

ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
系
産
業
領
域
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基本テーマⅢ 〈健やかライフ〉を通して、人材の参集・定着化を進める 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【人材定着化イメージ】 

・自然、歴史など地域の良さをアピールする取組を拡充する。 

・新産業の創立で、成長産業に挑戦できる地域、働く場の拡大などの都市イメージを高める。 

・地域ブランド化・イメージ向上を通して、人材が集まり、地域が豊かになる良い循環を生 

み出す。 

結果 良い循環ができる

この計画で重点的に取組む

地域ブランド化

・イメージ向上

・人材が集まる

・働く人が増える

・定住人口が増える

・人手が得易くなる

・産業が発展する

・経済活動が活性化する

・地域が豊かになる

農産品・下野ブランド品の「道の駅しも

つけ」等での販売を通して、下野の産
物の良さをアピールする

下野の歴史・文化・遺産、伝統行事、

文化の薫りなどの良さをアピールする

〈健やかライフ〉新産業の創立により、成長

産業に挑戦できる地域イメージ、働く場の拡
大を促進

〈健やかライフ〉の都市・コミュニティづくりを

通じて暮らし易い都市のイメージを高める

下野の自然、田園景観、気候、災害

が少ない地域の良さをアピールする

従
来
か
ら
の
取
組
み
を
拡
充
す
る

着地型観光事業

等を通し、理解
を深め・広げる
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第３節 基本テーマと基本目標 

〈健やかライフ〉を育む産業社会を築いていくための基本テーマを具体化する

４つの基本目標と基本施策を次に掲げます。 

〈健やかライフ〉の

都市・コミュニティを

支える持続可能な商業

・サービス業等を

再構築する

基本テーマⅡ

〈健やかライフ〉の

関連産業（食、住、

医・薬、ケア、余暇等）を、

地域ブランドの核となる

産業として大きく育てる

〈健やかライフ〉を

通して、人材の参集・

定着化を進める

(1)中小企業・小規模事業者の活性化

(2)商店街にぎわいの再生

(3)市内立地企業の振興

商工業の基盤強化･
活性化１

新たな産業の誘致・

育成２

地域ブランドの
創出・展開３

雇用・就業機会の

拡充４

(1)企業誘致の推進

(2)医療・福祉系産業の誘致・育成

(3)田園都市の資源を利用した
　 産業の育成・支援

(4)地域ニーズに応えるコミュニティ
　 ビジネス等の振興

(1)農商工連携等による下野
　 ブランドの展開

(2)観光事業との連携・推進

(1)就業支援の充実・強化

(2)人材の育成と確保

(3)起業等による就業の支援

基本テーマⅠ

基本テーマⅢ

基本テーマ 基本目標 基本施策将来像
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第４節 基本目標と施策 

これまでの「下野市の新しい産業社会のすがた」と「産業振興の基本テーマ」

を具体化するための４つの基本目標と、それを実現するための施策を掲げます。 

 

基本目標１ 商工業の基盤強化・活性化 

市内中小企業や立地企業の基盤を強化し、事業活動の活性化を図ろうとする施

策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 新たな産業の誘致・育成 

社会経済の変化、技術革新等に対応して、成長産業を導入し、働く場の創出、

地域課題の解決を図ろうとする施策です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

　基本目標 　基本施策 重点施策▼ 　　個別施策

ｱ.経営相談の拡充

ｲ.制度融資等の活用

ｳ.公共調達に地元中小事業者を活用

ｴ.地域内の消費活動の促進

ｵ.商工会の活動支援

（２）商店街にぎわいの再生 ｱ.商店街活性化の活動支援　【重点】

ｲ.買い物環境の整備

ｳ.コミュニティビジネスモデル支援制度

（３）市内立地企業の振興 ｱ.市内産業間の連携強化　【重点】

ｲ.既存企業等への支援　【重点】

ｳ.遊休化工場敷地等の有効活用を促進

１．商工業の基盤強化
　　 ・活性化

（１）中小企業・小規模事業者
　　  の活性化

　基本目標 　基本施策 重点施策▼ 　　個別施策

（１）企業誘致の推進 ｱ.企業誘致支援制度の創設　【重点】

ｲ.企業誘致活動の拡充

ｳ.工場適地の探索・適地指定

ｴ.工業団地、適地の関連インフラ整備

ｲ.ﾍﾞﾝﾁｬｰ人材・企業の誘致

ｱ.６次産業の展開・推進　【重点】

ｲ.農業体験等のビジネス育成

ｳ.空き家の活用

ｱ.コミュニティビジネス担い手の発掘・育成

ｲ.コミュニティビジネス等創業支援

２．新たな産業の誘致
　　 ・育成

（２）医療・福祉系産業の誘致
　　　･育成

（３）田園都市の資源を利用し
　　 た産業の育成・支援

（４）地域ニーズに応えるコミュ
　　 ニティビジネス等の振興

ｱ.医療・福祉系産業に取組む事業者・企業の体制づくり
【重点】
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基本目標３ 地域ブランドの創出・展開 

地域資源を活用しながら、地域の魅力を高めアピールすることにより、市の価

値を高めるシティセールス、これに伴う物産の販路拡大・来訪者の増加を図ろう

とする施策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標４ 雇用・就業機会の拡充 

産業活動の担い手を育成･確保することにより、働ける場･機会を広げ、定住促

進を図ろうとする施策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　基本目標 　基本施策 重点施策▼ 　　個別施策

ｱ.下野ブランドの拡充・普及　【重点】

ｲ.イメージキャラクターを活用したＰＲ

ｳ.道の駅しもつけ等の活用

（２）観光事業との連携・推進 ｱ.着地型観光事業の推進

ｲ.市内の休憩所・食事処・土産品等の情報発信

ｳ.観光協会等との連携

３．地域ブランドの創出
　　 ･展開

（１）農商工連携等による下野
       ブランドの展開

　基本目標 　基本施策 重点施策▼ 　　個別施策

（１）就業支援の充実･強化 ｱ.就業活動の支援

ｲ.高齢者の雇用、就業機会の確保

ｳ.若者の就労支援

（２）人材の育成と確保 ｱ.事業承継の支援　【重点】

ｲ.職業能力の開発支援

ｳ.技術者のスキルアップ支援

ｴ.ワークライフバランスの推進

（３）起業等による就業の支援 ｱ.起業による就業支援

ｲ.事業引き継ぎの支援

４．雇用・就業機会の
　　拡充
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第５節 基本的な取組の方針 

 

施策の推進に当たっては、次の５つを基本的な取組方針とします。 

 

（１）事業者が主役 

・・・産業振興の将来像実現への取組は、事業者が主役になり、市や商工会

は事業者の主体的な取組を支援するものです。 
 
（２）関係者の連携 

・・・基本目標の達成に向けては、実情に即しながら、知恵や力を出し合い

成果をあげる、事業者、市・商工会等の連携した取組を期待するもの

です。 
 
（３）市民協働 

・・・民間の活力を最大限発揮しながら、公益的な目標も達成するために、

事業者、行政、市民団体等が提携して役割分担しながら事業等への取

組を期待するものです。 
 
（４）市内外の人材等を活用 

・・・基本目標達成には、地域資源には足りないノウハウ等を補うため、市

内外から人材や協力企業を募るなど活用を図ります。 
 
（５）国・県の制度等の活用 

・・・将来像実現、基本目標達成に向けては、国・県の助成制度等を積極的

に活用し、専門家アドバイス等の導入に努めます。 
 

 
 
 


